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１．2026年11月期第２四半期（中間期）の連結業績（2025年12月１日～2026年５月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年中間期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する中間純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2026年11月期中間期 5,372 2.8 1,121 294.3 1,133 246.2 760 142.8
2025年11月期中間期 5,227 15.9 284 5.6 327 6.6 313 56.3

(注) 包括利益 2026年11月期中間期 747百万円( 202.3％) 2025年11月期中間期 247百万円( △0.0％)

１株当たり
中間純利益

潜在株式調整後
１株当たり
中間純利益

円 銭 円 銭

2026年11月期中間期 871.06 －
2025年11月期中間期 359.49 －

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2026年11月期中間期 9,398 5,895 62.7
2025年11月期 11,956 5,248 43.9

(参考) 自己資本 2026年11月期中間期 5,895百万円 2025年11月期 5,248百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2025年11月期 － 25.00 － 120.00 145.00
2026年11月期 － 25.00
2026年11月期(予想) － 95.00 120.00

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

３．2026年11月期の連結業績予想（2025年12月１日～2026年11月30日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 10,500 △17.4 1,000 50.2 1,060 43.8 740 19.3 847.06

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

（１）当中間期における連結範囲の重要な変更 ： 有

新規 1社（社名）
株式会社名桜土質測量
設計

、除外 －社（社名）

（２）中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数 (自己株式を含む) 2026年11月期中間期 1,057,980株 2025年11月期 1,057,980株

② 期末自己株式数 2026年11月期中間期 182,914株 2025年11月期 185,474株

③ 期中平均株式数（中間期） 2026年11月期中間期 873,605株 2025年11月期中間期 871,810株

当社は「役員株式給付信託（ＢＢＴ）」を導入しており、自己株式数には当該制度の保有する当社株式数が含ま

れております。また、「１株当たり中間純利益」金額の算定上、期中平均株式数の計算において控除する自己株式

に含めております。

※ 第２四半期（中間期）決算短信は公認会計士又は監査法人のレビューの対象外です
※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的である

と判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予

想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、後頁「１．当中間決算に関する定

性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当中間決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

① 経営成績の概況

当中間連結会計期間末におけるわが国の経済は、雇用・所得環境の改善や政府の各種政策の効果により緩やか

に回復しております。しかしながら、米国の通商政策の影響による景気の下振れリスク、ウクライナ情勢の長期

化やイラン情勢の不透明さに伴う地政学的リスクの顕在化、エネルギー価格・原材料価格の高止まり等、世界経

済の先行きは依然として不透明な状況が続いております。

自然災害の激甚化・頻発化やインフラの老朽化への対応、二酸化炭素排出量の削減、防衛力増強等はわが国が

直面する内外の重要課題です。建設産業界におきましては、2025年６月に「第１次国土強靱化実施中期計画」が

閣議決定されました。これにより、2026年度から2030年度までの５年間におおむね20兆円強程度の事業が計画さ

れており、国内公共事業を取り巻く環境は底堅く推移するものと予想されます。

こうした状況の中、建設コンサルタント及び地質調査業界として、しっかりと役割を果たしていく必要があり

ます。当社グループは80年以上に亘って培ってきた技術を活かした調査、点検、診断、解析、対策工法検討・設

計等の維持管理業務や予防保全業務に注力しています。さらに、地質リスクマネジメント技術を活かした提案力

をもって、国土強靭化推進業務をはじめとする自然災害・防災関連等の業務、道路・下水道維持管理をはじめと

するインフラメンテナンス業務、再生可能エネルギーや海洋資源開発等の関連業務、ならびに防衛力増強等に係

る地質調査業務に全社員協力一致のもと取り組みました。その結果、当中間連結会計期間の経営成績は、次のと

おりとなりました。

受注高は34億43百万円(前年同期比42.9％減)となりました。前年同期比で受注高が大幅に減少した理由は、前

中間連結会計期間において大型案件の増額変更等により受注高が一時的に大幅に増加した反動に加え、市場性や

競争環境の変化により受注に至らなかった案件があったことによるものです。なお、これらの状況を踏まえ、受

注環境の変化に対応した営業活動の強化に努めてまいります。

売上高は53億72百万円(前年同期比2.8％増)、営業利益は11億21百万円(前年同期比294.3％増)、経常利益は11

億33百万円(前年同期比246.2％増)、親会社株主に帰属する中間純利益は７億60百万円(前年同期比142.8％増)と

なりました。

② 売上高の季節的変動について

当社グループは、官公庁・公共企業体をはじめとする公共部門との取引率が高いことから、納期の関係もあり、

売上高・利益ともに第２四半期連結会計期間と第４四半期連結会計期間に集中するという季節変動の傾向があり

ます。

（２）財政状態に関する説明

① 資産、負債及び純資産の分析

(資産)

当中間連結会計期間末における資産合計は、93億98百万円(前連結会計年度末比25億58百万円減)となりまし

た。主な増減内訳は、完成調査未収入金及び契約資産39億10百万円(前連結会計年度末比26億８百万円減)、未成

調査支出金３億12百万円(前連結会計年度末比２億72百万円減)、現金及び預金12億47百万円(前連結会計年度末比

１億50百万円増)等であります。

(負債)

当中間連結会計期間末における負債合計は、35億３百万円(前連結会計年度末比32億５百万円減)となりまし

た。主な増減内訳は、短期借入金11億20百万円(前連結会計年度末比20億円減)、調査未払金２億26百万円(前連結

会計年度末比６億24百万円減)、未払費用１億64百万円(前連結会計年度末比６億９百万円減)等であります。

(純資産)

当中間連結会計期間末における純資産合計は、58億95百万円(前連結会計年度末比６億47百万円増)となりまし

た。主な増減内訳は、利益剰余金43億51百万円(前連結会計年度末比６億54百万円増)等であります。

② キャッシュ・フローの状況

当中間連結会計期間末における現金及び現金同等物は、12億27百万円となりました。
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(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、26億51百万円の増加(前中間連結会計期間は９億75百万円増加)となり

ました。これは、売上債権の減少26億29百万円、税金等調整前中間純利益11億33百万円、仕入債務の減少６億43

百万円、未払費用の減少６億13百万円等があったことによるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、２億44百万円の減少(前中間連結会計期間は１億44百万円増加)となり

ました。これは、有形固定資産の取得による支出１億39百万円、連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ

る支出93百万円等があったことによるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、22億46百万円の減少(前中間連結会計期間は17億74百万円減少)となり

ました。これは、短期借入金の減少20億円、配当金の支払額１億６百万円、長期借入金の返済による支出52百万

円、社債の償還による支出50百万円等があったことによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

本資料に記載されている業績予想につきましては、2026年４月10日付発表「2026年11月期第１四半期決算短信

〔日本基準〕(連結)」の記載から変更はありません。

なお、業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、

今後、様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．中間連結財務諸表及び主な注記

（１）中間連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,097,586 1,247,842

受取手形 2,721 1,256

完成調査未収入金及び契約資産 6,518,768 3,910,329

未成調査支出金 585,017 312,724

材料貯蔵品 496 612

その他 69,513 72,736

貸倒引当金 △649 △1,717

流動資産合計 8,273,453 5,543,783

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 664,355 655,728

機械装置及び運搬具（純額） 179,128 278,293

土地 1,538,475 1,562,975

リース資産（純額） 173,257 151,596

建設仮勘定 － 1,517

その他（純額） 5,623 8,940

有形固定資産合計 2,560,840 2,659,052

無形固定資産 31,645 102,531

投資その他の資産

投資有価証券 669,271 656,453

長期貸付金 2,675 2,405

繰延税金資産 204,627 213,011

その他 214,429 221,517

投資その他の資産合計 1,091,004 1,093,386

固定資産合計 3,683,490 3,854,970

資産合計 11,956,943 9,398,753
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2025年11月30日)

当中間連結会計期間
(2026年５月31日)

負債の部

流動負債

調査未払金 850,298 226,045

短期借入金 3,120,000 1,120,000

１年内償還予定の社債 100,000 50,000

１年内返済予定の長期借入金 102,588 77,588

リース債務 65,586 65,883

未払法人税等 317,515 404,376

賞与引当金 16,891 148,378

未成調査受入金 355,257 340,850

その他 1,047,870 389,460

流動負債合計 5,976,008 2,822,582

固定負債

長期借入金 99,311 74,522

リース債務 123,987 101,046

役員退職慰労引当金 2,667 3,832

退職給付に係る負債 452,381 447,879

その他 54,300 53,550

固定負債合計 732,648 680,831

負債合計 6,708,657 3,503,414

純資産の部

株主資本

資本金 819,965 819,965

資本剰余金 826,345 826,345

利益剰余金 3,696,904 4,351,200

自己株式 △526,000 △519,849

株主資本合計 4,817,214 5,477,660

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 329,016 320,345

退職給付に係る調整累計額 102,055 97,333

その他の包括利益累計額合計 431,071 417,678

純資産合計 5,248,286 5,895,339

負債純資産合計 11,956,943 9,398,753
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（２）中間連結損益計算書及び中間連結包括利益計算書

(中間連結損益計算書)

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

売上高 5,227,135 5,372,531

売上原価 3,838,257 3,119,261

売上総利益 1,388,878 2,253,270

販売費及び一般管理費 1,104,340 1,131,441

営業利益 284,537 1,121,829

営業外収益

受取利息 111 377

受取配当金 10,241 6,138

受取手数料 13,958 890

固定資産賃貸料 37,657 38,804

その他 4,195 839

営業外収益合計 66,165 47,050

営業外費用

支払利息 21,657 34,664

その他 1,536 284

営業外費用合計 23,194 34,948

経常利益 327,508 1,133,930

特別利益

投資有価証券売却益 158,511 －

特別利益合計 158,511 －

税金等調整前中間純利益 486,020 1,133,930

法人税等 172,613 372,967

中間純利益 313,407 760,963

親会社株主に帰属する中間純利益 313,407 760,963
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(中間連結包括利益計算書)

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

中間純利益 313,407 760,963

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △65,474 △8,670

退職給付に係る調整額 △624 △4,722

その他の包括利益合計 △66,099 △13,393

中間包括利益 247,308 747,570

（内訳）

親会社株主に係る中間包括利益 247,308 747,570
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（３）中間連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前中間連結会計期間
(自 2024年12月１日
至 2025年５月31日)

当中間連結会計期間
(自 2025年12月１日
至 2026年５月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前中間純利益 486,020 1,133,930

減価償却費 97,519 100,365

貸倒引当金の増減額（△は減少） △64 289

賞与引当金の増減額（△は減少） 229,993 131,487

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 948 1,164

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 505 △18,579

受取利息及び受取配当金 △10,353 △6,515

支払利息 21,657 34,664

投資有価証券売却損益（△は益） △158,511 －

売上債権の増減額（△は増加） 704,679 2,629,525

棚卸資産の増減額（△は増加） 320,220 299,722

仕入債務の増減額（△は減少） △89,903 △643,639

未成調査受入金の増減額（△は減少） △10,303 △14,407

未払費用の増減額（△は減少） △239,209 △613,450

未払又は未収消費税等の増減額 66,545 △11,678

その他 △235,964 △47,381

小計 1,183,779 2,975,499

利息及び配当金の受取額 10,353 6,515

利息の支払額 △24,337 △35,940

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） △194,713 △294,869

営業活動によるキャッシュ・フロー 975,082 2,651,205

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △43,098 △139,818

有形固定資産の売却による収入 27 －

無形固定資産の取得による支出 △770 △8,309

投資有価証券の売却による収入 178,126 －

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △93,609

貸付けによる支出 △1,000 －

貸付金の回収による収入 534 298

その他 10,375 △3,365

投資活動によるキャッシュ・フロー 144,195 △244,805

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △1,700,000 △2,000,000

長期借入れによる収入 100,000 －

長期借入金の返済による支出 △51,294 △52,197

社債の償還による支出 △50,000 △50,000

リース債務の返済による支出 △50,483 △36,762

配当金の支払額 △22,224 △106,668

その他 △132 △487

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,774,134 △2,246,114

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △654,857 160,284

現金及び現金同等物の期首残高 1,811,951 1,066,846

現金及び現金同等物の中間期末残高 1,157,094 1,227,130
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（４）中間連結財務諸表に関する注記事項

(継続企業の前提に関する注記)

該当事項はありません。

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

(連結の範囲の重要な変更)

当中間連結会計期間において、株式会社名桜土質測量設計の株式を取得したため、連結の範囲に含めておりま

す。

(株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記)

該当事項はありません。

(中間連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用)

税金費用については、当中間連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前中間純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効

税率を使用する方法によっております。

なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前中間連結会計期間(自 2024年12月１日 至 2025年５月31日)

当社グループは、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに

関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略しており

ます。

Ⅱ 当中間連結会計期間(自 2025年12月１日 至 2026年５月31日)

当社グループは、建設工事に関連する地質調査、土質調査を中心に環境・防災・海洋調査業務等を行い、これらに

関連する測量、建設計画、設計等の業務および工事を営む単一事業の企業集団であることから、記載を省略しており

ます。


